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令
和
４
年
度
鹿
屋
体
育
大
学 

新
入
生
の
皆
さ
ん
へ

鹿
屋
体
育
大
学
長　

金　

久　

博　

昭

宣
誓
の
言
葉

令
和
４
年
度
新
入
生
代
表　

曽　

我　

紀の
り　

美み

ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程
（
就
実
高
等
学
校
・
岡
山
）

在
学
生
歓
迎
の
言
葉

　
　
鹿
屋
体
育
大
学 

第
39
代 

体
育
会
会
長

秋　

葉　

笑え
　
み
　
り

　

里

武
道
課
程
（
川
辺
高
等
学
校
・
鹿
児
島
）
3
年

　

本
日
こ
こ
に
、
鹿
屋
体
育

大
学
体
育
学
部
２
０
４
名
、

大
学
院
修
士
課
程
17
名
、
博

士
課
程
７
名
、
合
計
２
２
８

名
の
新
入
生
を
迎
え
、
令
和

４
年
度
の
入
学
式
を
挙
行
で

き
ま
す
こ
と
は
、
教
職
員
な

ら
び
に
在
学
生
に
と
り
ま
し

て
、
大
き
な
喜
び
と
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
日
ま
で
、
ご
子

息
、
ご
息
女
を
温
か
く
見
守

り
、
ご
支
援
を
惜
し
ま
れ
な

か
っ
た
、
保
護
者
の
方
々
を

は
じ
め
、
関
係
各
位
の
皆
様

宣　

誓

私
た
ち

・�

体
育
学
部�

ス
ポ
ー
ツ
総

合
課
程
１
３
０
名

　

桜
の
便
り
が
聞
か
れ
る
季

節
と
な
り
、
こ
こ
鹿
屋
の
地

に
も
春
が
訪
れ
て
参
り
ま
し

た
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご

入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

大
学
生
活
へ
の
期
待
や
不

安
、
様
々
な
気
持
ち
を
持
っ

て
今
日
と
い
う
日
を
迎
え
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
こ
、
鹿

方
に
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
入
学
式

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
縮

小
し
て
開
催
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
が
、
新
入
生
を
は
じ

め
、
参
加
す
る
皆
様
の
健

康
、
安
全
を
第
一
に
考
え
た

結
論
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

　

さ
て
鹿
屋
体
育
大
学
は
、

国
立
唯
一
の
体
育
大
学
と
し

て
、
我
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
や

武
道
、
及
び
体
育
・
健
康
づ

く
り
に
つ
い
て
の
、
教
育
と

研
究
を
発
展
さ
せ
る
使
命
を

も
っ
た
大
学
で
あ
り
、
そ
の

成
果
を
も
と
に
「
実
践
的
か

つ
創
造
的
で
、
国
際
性
、
市

民
性
を
備
え
た
、
ス
ポ
ー
ツ

や
武
道
の
リ
ー
ダ
ー
的
人
材

の
養
成
」
を
目
的
と
し
て
い

る
大
学
で
す
。

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
は
、
本

日
よ
り
鹿
屋
体
育
大
学
の
学

生
と
し
て
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
る
わ
け
で
す
が
、
皆

さ
ん
に
は
、
本
学
で
の
学
び

を
通
し
て
、
日
々
、
意
識

し
、
か
つ
実
践
し
て
い
た
だ

き
た
い
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま

す
。

　

一
つ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
武

道
を
対
象
に
し
た
学
問
領
域

が
も
つ
、
総
合
科
学
的
な
特

性
に
つ
い
て
で
す
。
す
な
わ

ち
、
ス
ポ
ー
ツ
や
武
道
は
、

身
体
的
お
よ
び
生
理
的
現
象

で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
成

績
は
、
や
る
気
、
不
安
、
緊

張
と
い
っ
た
、
心
の
有
り
よ

う
に
左
右
さ
れ
る
心
理
的
現

象
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
れ
ら
の
現
象
に
加

え
、
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
武
道

は
、
文
化
的
、
社
会
的
現
象

で
も
あ
る
た
め
、
限
ら
れ
た

授
業
科
目
や
学
問
領
域
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
そ
れ

ら
の
本
質
を
十
分
に
理
解
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
言

い
換
え
れ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
や

武
道
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

資
質
お
よ
び
能
力
を
身
に
つ

け
る
た
め
に
は
、
複
数
の
授

業
科
目
や
学
問
領
域
を
、
横

断
的
、
複
眼
的
視
野
を
持
っ

て
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
は
、
そ
の

学
ぶ
べ
き
学
問
領
域
の
基
盤

と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
人
文
・
応

用
社
会
科
学
系
、
ス
ポ
ー

ツ
・
武
道
実
践
科
学
系
、
ス

ポ
ー
ツ
生
命
科
学
系
の
３
領

域
か
ら
な
る
、
多
様
な
教
員

組
織
を
構
成
す
る
こ
と
で
、

ス
ポ
ー
ツ
や
武
道
、
及
び
体

育
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

教
育
と
研
究
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
は
、
ス

ポ
ー
ツ
や
武
道
を
よ
り
高
い

次
元
で
総
合
的
に
学
ぶ
姿
勢

を
常
に
持
ち
、
自
ら
の
視
野

を
広
げ
る
努
力
を
日
々
怠
ら

な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
「
情
報
化
社

会
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
や
武

道
の
指
導
と
普
及
の
在
り

方
」
に
つ
い
て
で
す
。

　

近
年
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お

け
る
情
報
通
信
技
術
の
活
用

は
、
ア
ス
リ
ー
ト
支
援
の
高

度
化
お
よ
び
専
門
化
を
加
速

し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
コ
ー

チ
ン
グ
、
あ
る
い
は
個
人
や

チ
ー
ム
の
戦
術
お
よ
び
戦
略

の
決
定
に
は
、
様
々
な
科
学

技
術
が
関
与
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、

情
報
化
社
会
の
著
し
い
進
展

は
、
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
の

有
る
無
し
に
関
係
な
く
、
ス

ポ
ー
ツ
や
健
康
に
関
連
す
る

様
々
な
情
報
が
、
社
会
に
溢

れ
か
え
る
と
い
う
状
況
を
生

み
出
し
て
い
る
こ
と
も
事
実

で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お

い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
武

道
の
健
全
な
発
展
と
推
進
の

た
め
に
は
、
科
学
的
に
裏
付

け
ら
れ
た
理
論
と
方
法
に
基

づ
く
、
指
導
や
普
及
が
必
要

不
可
欠
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
ス
ポ
ー
ツ
あ

る
い
は
武
道
の
実
践
を
通
し

て
、
鹿
屋
体
育
大
学
で
叶
え

た
い
夢
を
胸
に
秘
め
、
今
こ

の
場
に
臨
ん
で
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
学

で
の
活
動
や
学
び
の
道
は
、

決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
な

く
、
日
々
努
力
す
る
過
程
に

お
い
て
、
様
々
な
身
体
的
、

心
理
的
な
課
題
に
遭
遇
し
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
課
題
に
立
ち
向
か
う
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
皆
さ
ん

に
と
っ
て
、
課
題
が
生
じ
る

背
景
を
論
理
的
に
推
理
し
、

実
践
を
通
し
て
、
課
題
解
決

の
手
段
を
探
求
し
つ
つ
、
か

つ
具
体
化
す
る
能
力
を
磨
く

機
会
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
実
践
を
通
し

て
の
課
題
解
決
に
向
け
た
試

行
錯
誤
は
、
い
わ
ば
科
学
研

究
の
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
に

他
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

の
大
学
生
活
に
お
い
て
、
そ

の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
た
ゆ

ま
ず
継
続
す
る
こ
と
で
、
科

学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ

く
、
ス
ポ
ー
ツ
や
武
道
の
指

導
お
よ
び
普
及
を
担
う
者
に

ふ
さ
わ
し
い
、
資
質
と
実
践

力
を
必
ず
や
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
大
隅
の
地
は
、
皆
さ

ん
が
こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活

を
送
る
う
え
で
、
基
盤
と
な

る
場
所
で
す
。
大
隅
の
皆
様

方
は
、
学
生
諸
君
を
温
か
く

迎
え
、
本
学
の
教
育
お
よ
び

研
究
を
ご
支
援
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
是
非
、
大
隅
の
地

を
第
２
の
故
郷
と
思
い
、
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

以
上
、
新
入
生
の
皆
さ
ん

へ
の
期
待
と
激
励
を
述
べ
て

告
辞
と
し
ま
す
。

※�

入
学
者
数
は
入
学
式
の

　

令
和
４
年
４
月
５
日
現
在

・
武
道
課
程　

54
名

・�

第
３
年
次
編
入
学　

ス

ポ
ー
ツ
総
合
課
程
20
名

・�

大
学
院
体
育
学
研
究
科
体

育
学
専
攻
修
士
課
程
15
名

　

�

及
び
博
士
後
期
課
程
５
名

・�

ス
ポ
ー
ツ
国
際
開
発
学
共

同
専
攻�

修
士
課
程
２
名

・�

大
学
体
育
ス
ポ
ー
ツ
高
度

化
共
同
専
攻
後
期
３
年
の

課
程
の
み
の
博
士
課
程�

２
名

合
計�

２
２
８
名
は
、
入
学

の
許
可
を
受
け
、
こ
こ
に
鹿

屋
体
育
大
学
の
学
生
と
な
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
本
で
唯
一
の
国
立
の
体

育
大
学
で
あ
る
こ
の
鹿
屋
体

育
大
学
に
、
入
学
で
き
ま
し

た
こ
と
は
、
最
高
の
喜
び
で

あ
り
、
栄
誉
で
あ
り
ま
す
。

　

私
も
、
専
門
と
す
る
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
先

生
方
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が

ら
、
先
輩
や
同
期
の
学
生
と

切
磋
琢
磨
し
、
豊
か
な
人
格

の
形
成
を
め
ざ
す
所
存
で

す
。

　

私
た
ち
入
学
生
一
同
は
、

学
則
及
び
関
係
規
則
を
遵
守

す
る
と
と
も
に
、
本
学
創
設

の
理
念
に
の
っ
と
り
、
品
位

を
保
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康

に
お
け
る
実
践
的
か
つ
創
造

的
な
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し

て
、
学
業
及
び
競
技
力
の
向

上
に
励
む
こ
と
を
こ
こ
に
誓

い
ま
す
。

屋
体
育
大
学
は
、
交
通
が
不

便
と
い
う
点
は
あ
り
ま
す

が
、
豊
か
な
自
然
や
充
実
し

た
教
育
と
施
設
に
囲
ま
れ
、

学
業
や
専
門
分
野
に
打
ち
込

め
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

今
、
皆
さ
ん
は
、
同
じ
志

を
も
っ
た
仲
間
と
共
に
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
ま
し

た
。
大
学
生
活
で
の
目
標
が

決
ま
っ
て
い
る
人
、
そ
う
で

は
な
い
人
も
平
等
に
同
じ
時

間
が
流
れ
ま
す
。
大
学
で

は
、
学
業
に
励
む
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
課
外
活
動
な
ど
、

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
自

由
に
で
き
ま
す
。
積
極
的
に

挑
戦
し
て
、
有
意
義
な
大
学

生
活
を
実
現
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　

こ
こ
で
築
く
人
間
関
係
は

決
し
て
「
人
脈
」
と
い
う
言

葉
で
表
現
で
き
る
ほ
ど
安
っ

ぽ
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
の
良
い
と
こ
ろ
も

悪
い
と
こ
ろ
も
受
け
入
れ
て

も
ら
え
る
、
な
ん
で
も
語
り

あ
え
る
、
高
め
あ
い
支
え
あ

え
る
、
「
仲
間
」
を
見
つ
け

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
自

分
で
行
動
す
れ
ば
、
素
敵
な

「
仲
間
」
に
出
会
え
、
生
涯

の
財
産
と
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

現
在
、
私
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
っ

て
、
日
々
変
化
し
続
け
て
い

ま
す
が
、
今
で
き
る
こ
と
を

見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
誰
か
に

言
わ
れ
て
行
動
を
起
こ
す
の

で
は
な
く
、
自
発
的
に
行
動

す
る
こ
と
で
チ
ャ
ン
ス
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
し
つ
つ
、
在
学
生
一
同
、

お
祝
い
を
申
し
上
げ
、
歓
迎

の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

財
団

新
聞

羽
ば
た
け

羽
ば
た
け

　
　
大
空
へ

　
　
大
空
へ
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公
益
財
団
法
人
鹿
屋
体

育
大
学
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
教
育
財
団
で
は
、
国

内
外
の
競
技
大
会
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
学
生
や

競
技
団
体
に
対
し
て
、
毎

年
「
冠
ス
ポ
ー
ツ
奨
学
金
」

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
毎
年
3
月
に
開
催
さ

れ
る
贈
呈
式
並
び
に
授
与

式
は
中
止
に
な
り
ま
し
た

が
、
令
和
3
年
度
は
陸
上

競
技
部
、
体
操
競
技
部
、

柔
道
部
、
剣
道
部
、
自
転

車
競
技
部
、
カ
ヌ
ー
部
、

な
ぎ
な
た
部
の
7
課
外
活

動
団
体
に
所
属
す
る
33
名

と
、
体
操
競
技
部
、
な
ぎ

な
た
部
の
2
団
体
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。

「第60回全日本なぎなた選手権大会」（令和３年８月）の試合「第60回全日本なぎなた選手権大会」（令和３年８月）の試合
競技団体の部（女子）で優勝したなぎなた部競技団体の部（女子）で優勝したなぎなた部

「第75回全日本学生体操競技選手権大会」（令和３年９月）で「第75回全日本学生体操競技選手権大会」（令和３年９月）で
男子団体総合２位、体操競技部男子団体総合２位、体操競技部

令和４年度　冠スポーツ奨学金給付企業（50音順）
企��業��等��名 代��表��者��名

医療法人秋津会徳田脳神経外科病院 理　事　長 徳　田　　　元　様
おおうら皮ふ科 院　　　長 寺　﨑　祐太朗　様
カイコー株式会社 代表取締役社長 宝　地　雅　浩　様
株式会社鹿児島銀行 取締役頭取 松　山　澄　寛　様
株式会社かのや寿自動車学校 代表取締役 水　口　拓　己　様
株式会社きたやま 代表取締役 北　山　　　勉　様
小鹿酒造株式会社 代表取締役 日　髙　裕　二　様
有限会社寿スポーツ 代表取締役 二　川　健　治　様
サツマガス工業株式会社 代表取締役 宮　薗　春　人　様
株式会社新生社印刷 代表取締役 岡　崎　洋　人　様
医療法人青仁会池田病院 理　事　長 池　田　　　徹　様
大海酒造株式会社 代表取締役 河　野　直　正　様
税理士法人風呂井会計 代 表 社 員 風呂井　　　敬　様
株式会社丸屋 代表取締役社長 家　迫　崇　史　様
公益財団法人ミズノスポーツ振興財団 会　　　長 水　野　明　人　様
株式会社ミズホ商会 代表取締役 田　中　丈　尋　様

令和４年度　冠スポーツ奨学金給付対象学生

体操競技
上　山　廉太郎

2020 年全日本学生体操競技選手権�ゆか�2 位、2021 年全
日本学生体操競技選手権�ゆか�3 位、2021 年 U-21 日本代
表強化指定選手

杉　野　正　尭
第 60 回 NHK杯体操　個人総合　6位、第 75 回全日本
体操種目別選手権　鉄棒　3位、2021 年ナショナル強化
指定選手、2020 東京オリンピック日本代表候補選手選出

剣道 妹　尾　舞　香 第 60 回全日本女子剣道選手権大会�個人�1 位
第 55 回全日本女子学生剣道選手権大会�個人�2 位

自転車競技 大河内　将　泰
第 89 回全日本自転車競技選手権大会ロード・レース　
U23　4 位、2022 年 JCF ロードU23 男子強化指定選手�
（ナショナルチーム）

令和３年度　冠スポーツ奨学金（団体）
体操競技部 第 75 回全日本学生体操競技選手権大会 男子団体総合　 ２位

なぎなた部 第 60 回全日本学生なぎなた選手権大会 試合競技　団体の部 １位

所属団体 大会名 氏名 種目 成績

陸上競技 天皇賜盃第 90回日本学生陸上競技対
校選手権大会

岩　﨑　孝　史 男子三段跳　 3位
金　城　海　斗 男子砲丸投　 3位

体操競技
第 75 回全日本体操種目別選手権 杉　野　正　尭 鉄棒　 3位
第 75 回全日本学生体操競技選手権大会 上　山　廉太郎 跳馬　 2位

柔道 2021年度（男子 40回）全日本学生柔道
体重別選手権大会

福　田　大　悟 男子60㎏級 1位
吉　野　弘　人 男子90㎏級 3位

剣道
第 60 回全日本女子剣道選手権大会 妹　尾　舞　香 女子個人 1位
第 69 回全日本学生剣道選手権大会 木　村　恵　都 男子個人 2位
第 60 回全日本女子剣道選手権大会 東　𡌛　嘉　怜 女子個人 3位

自転車競技

第 24 回全日本選手権個人タイム ･ト
ライアル ･ロード ･レース大会 石　上　夢　乃 女子個人

タイムトライアル 2位

文部科学大臣杯第 76 回全日本大学対
抗選手権自転車競技大会

成　海　綾　香 女子
チームスプリント １位

中　西　美　央
山　根　慶　太

男子
チームスプリント 2位宮　田　龍　一

黒　瀬　浩太郎
黒　瀬　浩太郎 男子スプリント 3位
成　海　大　聖 男子

タンデムスプリント 3位
田　仲　駿　太

理
事
・
副
学
長
・
事
務
局
長

平
川
　
康
弘

　

４
月
１
日
付
け
で
理
事

（
組
織
・
運
営
担
当
）
・
副

学
長
・
事
務
局
長
と
し
て
着

任
し
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
で
の
勤
務
は
初
め

て
で
あ
り
、
赴
任
初
日
は

フ
ェ
リ
ー
で
、
す
ぐ
そ
こ
に

見
え
る
桜
島
を
見
上
げ
な
が

ら
、
桜
島
の
壮
大
さ
に
感
激

し
つ
つ
身
が
引
き
締
ま
る
感

覚
を
得
て
、
こ
の
地
で
大
学

の
た
め
に
最
善
を
尽
く
そ
う

と
大
学
正
門
を
く
ぐ
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
は

Society5.0

の
到
来
、
少

子
・
高
齢
化
の
進
展
な
ど
に

よ
り
大
き
く
社
会
が
変
化
し

て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

人
の
価
値
観
や
生
活
様
式
な

ど
も
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
た
め
の
学
び
の
在
り
方
・

や
り
方
も
変
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
を
創
っ
て
い

く
の
は
「
人
」
で
あ
り
、

「
本
学
の
学
生
た
ち
」
で
あ

る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

本
学
は
、
国
立
唯
一
の
体

育
大
学
で
あ
り
、
教
育
の
目

標
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
・
武

道
及
び
体
育
・
健
康
づ
く
り

に
お
い
て
社
会
を
変
革
す
る

力
と
意
欲
を
持
っ
た
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

創
っ
て
い
く
「
本
学
の
学
生

た
ち
」
の
た
め
に
、
金
久
学

長
の
も
と
大
学
を
あ
げ
て
社

会
に
有
意
な
人
材
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
冠
ス
ポ
ー
ツ
奨
学
金

令
和
４
年
度
ス
ポ
ー
ツ
奨
学
金
対
象
学
生
を
決
定

　

ま
た
、
令
和
4
年
度
冠

ス
ポ
ー
ツ
奨
学
金
給
付
対

象
学
生
と
し
て
、
体
操
競

技
部
の
上
山
廉
太
郎
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程
4

年
、
船
橋
市
立
船
橋
高
等

学
校
・
千
葉
）、
杉
野
正

尭
さ
ん
（
大
学
院
修
士
課

程
2
年
、
鹿
屋
体
育
大
学
）

剣
道
部
の
妹
尾
舞
香
さ
ん

（
武
道
課
程
4
年
、
中
村
学

園
女
子
高
等
学
校
・
福
岡
）、

自
転
車
競
技
部
の
大
河
内

将
泰
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総

合
課
程
3
年
、
南
大
隅
高

校
・
鹿
児
島
）
の
4
名
に

証
書
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

冠
ス
ポ
ー
ツ
奨
学
金
給

付
企
業
の
皆
様
の
多
大
な

る
ご
協
力
に
、
こ
の
場
を

借
り
て
心
か
ら
の
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

所属団体 大会名 氏名 種目 成績
自転車競技 第 23 回全日本学生選手権クリテリウム大会 西　原　裕太郎 男子クリテリウム 3位

カヌー 第 57 回全日本学生カヌースプリント
選手権大会

岩　男　　　凌 男子カナディアン
シングル200m 1位

𠮷　田　俊　吾 男子カナディアン
シングル1000m 1位

田　中　智　貴 男子カナディアン
ペア200m 1位

岩　永　紘　明
池　口　黎　於 男子カナディアン

ペア200m 2 位
原　田　雅　功
髙比良　海　斗 男子カナディアン

ペア1000m 3 位
北　﨑　健　介
安　藤　久　騎

男子カヤック
リレー
500m×4

2 位
内　田　海　斗
下　川　拓　樹
松　本　仁　心

なぎなた 第 60 回全日本学生なぎなた選手権大会
上　間　朱　梨

演技競技 2位
秋　葉　笑　里
春　山　りんか 試合競技　個人の部 3位

令和３年度　冠スポーツ奨学金（個人）

新
役
員
紹
介
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　「部員の将来のため」「野球部のため」「大学のため」「社
会のため」の理念の基、野球を通して人間的成長を図り、

野球部野球部

課課外外活活動動団団体体紹紹介介 社会に役立つリーダーになること。個々のパフォーマンス向上
とチーム力向上に努め高度な野球技能と野球理論を習得するこ
と。大会等で勝利することで鹿屋体育大学の発展、野球の振興
発展に寄与すること。以上 3 点を目的として活動しています。
　SS 生・推薦生が 0 名で、全部員が一般入試で入学している野
球部ですが、全国各地から集まるチームメイトや指導者の方々
とは、志を共にする家族のような深い関係です。また、本学に
は夜間照明付きの専用野球場や、パフォーマンスを数値化する
ことができるスポーツパフォーマンス研究センターなどの世界
最高峰の施設が整っています。このような、全国各地から集ま
る熱い仲間、思いのある指導者の方々、充実した施設、支援し
てくださる大学や地域の方々に囲まれている鹿屋体育大学野球
部は、日本一成長できる大学野球部だと自負しています。さらに、
本学職員の皆様や地域の皆様のご協力により、野球場の設備や
練習に打ち込む環境も年々良くなってきています。
　鹿屋体育大学の顔として野球部の力で鹿屋体育大学を、鹿屋
を盛り上げていけるような魅力的な組織を目指していきます。

人
が
好
き
。
「
そ
の
人
の
た
め
に
な
る
な
ら
・
・
」
と
考
え
て
や
っ
て
き
た
こ

と
が
、
今
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
な
が
っ
て
い
る
、
と
話
す
。
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
最

先
端
を
駆
け
抜
け
な
が
ら
、
根
底
に
薩
摩
隼
人
ら
し
い
や
さ
し
さ
が
の
ぞ
く
。

「
頑
張
り
屋
さ
ん
で
ユ
ー
モ
ア
も
あ
っ
て
素
晴
ら
し
い
人
物
」
「
と
て
も
活
発

で
、
将
来
企
画
力
を
発
揮
し
そ
う
な
タ
イ
プ
だ
っ
た
」
と
、
学
生
時
代
、
予
備

校
時
代
の
斉
野
洸
士
朗
さ
ん
の
恩
師
が
絶
賛
す
る
の
も
う
な
ず
け
た
。
東
京
の

貸
し
ス
タ
ジ
オ
で
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
商
品
を
撮
影
中
の
現
場
を
訪
ね
て
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
。
仕
事
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
恵
ま
れ
て
、
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
と
生
き

生
き
と
仕
事
を
す
る
姿
が
印
象
に
残
っ
た
。

卒業生インタビュー
―
卒
業
後
は
テ
レ
ビ
局
に
就

職
さ
れ
ま
し
た
。
超
難
関
の

倍
率
を
突
破
で
き
た
の
は
？

斉
野　
学
生
時
代
か
ら
、
外

に
対
し
て
積
極
的
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
何
か
を
変
え
よ

う
と
い
う
タ
イ
プ
で
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
部
に
現
在
ス
ポ
ン

サ
ー
が
何
社
か
つ
い
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
1
社
目
の

南
州
農
場
と
の
契
約
の
ス

タ
ー
ト
っ
て
、
実
は
僕
だ
っ

た
り
す
る
ん
で
す
よ
。
サ
ッ

カ
ー
部
が
全
国
大
会
に
出
場

し
て
も
お
金
が
な
く
て
だ
れ

も
応
援
に
行
け
な
い
現
状
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
ス
ポ

ン
サ
ー
契
約
を
思
い
つ
き
ま

し
た
。
隅
野
美
砂
輝
先
生
に

相
談
し
て
南
州
農
場
に
同
行

し
て
も
ら
い
、
ス
ポ
ン
サ
ー

第
１
号
に
な
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

―
営
業
力
に
期
待
し
て
の
採

用
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す

が
、
テ
レ
ビ
局
を
3
年
半
で

辞
め
た
の
は
？

斉
野　
入
社
し
て
3
日
で
東

京
支
社
の
配
属
に
な
り
、

キ
ー
局
や
大
手
広
告
代
理
店

に
同
期
の
仲
間
が
で
き
て
、

自
分
の
仕
事
の
領
域
を
も
っ

と
大
き
く
広
げ
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
す
で

に
テ
レ
ビ
の
独
走
時
代
は
終

わ
り
つ
つ
あ
り
、
テ
レ
ビ
と

デ
ジ
タ
ル
が
融
合
す
る
時
代

が
く
る
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
3
年
後
、
5
年
後
に

キ
ー
局
か
ら
も
必
要
と
さ
れ

る
人
材
に
な
る
た
め
に
、
デ

ジ
タ
ル
に
つ
い
て
学
ぼ
う

と
思
っ
てG

u
n
osy

（
グ

ノ
シ
ー
）
株
式
会
社
に
転
職

し
ま
し
た
。
そ
の
次
は
Ｓ

Ｎ
Ｓ
だ
と
思
っ
て
い
た
と

き
に
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く

A
nyM

ind�Japan

か
ら

オ
フ
ァ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
新
し
い
動
き
に
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
対
応
で
き
る
会
社

が
世
の
中
に
必
要
に
な
る
と

感
じ
て
い
ま
し
た
の
で
、
テ

レ
ビ
・
デ
ジ
タ
ル
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
専
門
的
知
識
を
身
に
付
け

た
上
で
、
昨
年
独
立
し
ま
し

た
。

―
現
在
の
仕
事
内
容
を
ひ
と

こ
と
で
言
う
と
？

斉
野　
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
そ

の
商
品
を
だ
れ
に
売
り
た
い

の
か
、
と
い
っ
た
よ
う
な
ヒ

ア
リ
ン
グ
か
ら
始
ま
り
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
、
Ｐ
Ｒ
、
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

株式会社Sign.O�代表取締役
26期生　斉野　洸士朗さん

【プロフィール】
さいの・こうしろう。1989（平成元）年4月6日、鹿児島
県志布志市生まれ。鹿児島県立志布志高等学校から鹿屋体
育大学スポーツ総合課程に進学。2013年3月、卒業。KKB
鹿児島放送、株式会社Gunosy、AnyMind Japan株式会社
を経て、独立。株式会社Sign.O代表取締役

出
し
方
ま
で
ト
ー
タ
ル
で
デ

ザ
イ
ン
す
る
仕
事
で
す
。
カ

メ
ラ
マ
ン
や
ス
タ
イ
リ
ス
ト

な
ど
、
そ
の
世
界
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
一
緒
に
な
っ

て
商
品
の
価
値
を
つ
く
り
あ

げ
て
い
く
の
も
役
割
の
ひ
と

つ
で
す
。
今
や
会
社
に
所
属

し
て
い
る
こ
と
は
必
須
で
は

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
人
た
ち
と
組

ん
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

―
と
こ
ろ
で
、
鹿
屋
体
育
大

学
に
進
学
し
よ
う
と
思
っ
た

の
は
？

斉
野　

幼
稚
園
か
ら
サ
ッ

カ
ー
を
や
っ
て
い
た
の
で
、

小
学
生
の
頃
か
ら
鹿
屋
体
育

大
学
の
お
兄
さ
ん
た
ち
と
一

緒
に
サ
ッ
カ
ー
を
や
ら
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
Ｎ
Ｉ

Ｆ
Ｓ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
で

き
る
前
の
話
で
す
。
体
育
大

学
生
は
と
に
か
く
カ
ッ
コ
よ

く
て
尊
敬
し
て
い
た
し
、

ず
っ
と
憧
れ
が
あ
り
ま
し

た
。
現
役
合
格
は
果
た
せ
な

か
っ
た
の
で
、
両
親
に
頼
ん

で
1
年
浪
人
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
で
も
浪
人
し
た
お

か
げ
で
考
え
方
が
随
分
成
熟

し
て
、
今
日
の
キ
ャ
リ
ア
に

つ
な
が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

―
後
輩
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス

が
あ
れ
ば
。

斉
野　

就
職
活
動
に
有
利

な
の
は
一
般
的
に
は
高
学
歴

な
ん
で
す
が
、
最
終
的
に
は

4
年
間
何
を
や
っ
て
き
た
か

が
明
確
な
方
が
結
果
的
に

有
利
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
4
年
間

頑
張
っ
た
熱
量
の
差
と
い
う

の
は
間
違
い
な
く
あ
っ
て
、

そ
こ
さ
え
う
ま
く
ア
ピ
ー
ル

で
き
れ
ば
、
体
育
大
生
の
就

職
っ
て
実
は
怖
い
も
の
は
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん

で
す
よ
。
今
は
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
い
く
ら

メ
デ
ィ
ア
最
先
端
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

　

４
月
１
日
付
け
で
、
ス

ポ
ー
ツ
・
武
道
実
践
科
学
系

の
助
教
と
し
て
着
任
い
た
し

ま
し
た
笹
子
悠
歩
と
申
し
ま

す
。
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の

授
業
を
担
当
し
ま
す
。
研
究

の
専
門
分
野
は
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
科
学
で
、
こ
れ
ま
で
は
海

洋
ス
ポ
ー
ツ
や
登
山
の
研
究

を
中
心
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

千
葉
県
出
身
で
、
本
学
の

体
育
学
部
お
よ
び
大
学
院
修

士
課
程
を
修
了
後
、
独
立
行

政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
青
年
海
外
協
力

隊
（
体
育
隊
員
）
と
し
て
、

モ
ロ
ッ
コ
王
国
に
赴
任
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス

へ
の
語
学
留
学
や
セ
ネ
ガ
ル

共
和
国
で
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
企

画
調
査
員
と
し
て
の
経
験
を

経
て
、
２
０
２
１
年
度
に
本

学
と
筑
波
大
学
の
共
同
専
攻

博
士
課
程
を
修
了
し
ま
し

た
。

　

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
の
研
究

は
、
他
競
技
と
比
べ
る
と
、

ま
だ
ま
だ
少
な
い
と
い
え
ま

す
。
そ
の
た
め
今
後
は
、
鹿

屋
体
育
大
学
か
ら
海
洋
ス

ポ
ー
ツ
の
研
究
を
多
く
発
信

で
き
る
よ
う
に
研
究
に
励

み
、
ひ
い
て
は
そ
れ
が
学
生

の
教
育
に
も
つ
な
が
る
よ

う
、
研
究
と
教
育
の
循
環
に

努
め
て
い
く
所
存
で
す
。
今

後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

夢
は
幼
い
頃
か
ら
「
体
育

の
先
生
」
で
し
た
。
大
学
、

大
学
院
修
士
課
程
を
卒
業

し
、
晴
れ
て
宮
崎
県
の
高
校

の
教
諭
に
な
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
と
共
に
成
長
し
て

き
た
11
年
間
は
か
け
が
え
の

な
い
宝
物
で
す
。

　

そ
の
夢
で
あ
っ
た
体
育
の

先
生
を
退
職
し
、
こ
の
た
び

助
教
と
し
て
本
学
に
ま
い
り

ま
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
が
大
好
き
で
、
戦
術
や
戦

略
、
指
導
方
法
に
つ
い
て

も
っ
と
深
く
学
び
た
か
っ
た

か
ら
で
す
。
決
断
の
理
由
は

「
今
、
自
分
が
ワ
ク
ワ
ク
す

る
こ
と
は
何
か
」
。
こ
れ
ま

で
生
徒
た
ち
に
「
や
り
た
い

と
思
っ
た
こ
と
は
口
に
出

し
、
迷
っ
て
も
と
に
か
く

や
っ
て
み
よ
う
。
で
き
る
、

で
き
な
い
は
そ
れ
か
ら
」
と

伝
え
て
き
た
の
で
す
が
、
今

度
は
そ
の
生
徒
た
ち
に
背
中

を
押
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

新
た
な
環
境
に
不
安
も
あ

り
ま
す
が
、
大
学
は
夢
を
叶

え
る
場
所
だ
と
信
じ
て
い
ま

す
。
学
生
の
皆
様
の
力
に
な

れ
る
よ
う
精
一
杯
励
み
ま

す
。
ま
た
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
の
指
導
を
通
し
て

競
技
力
向
上
に
つ
な
が
る
研

究
や
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献

活
動
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◆
４
月
１
日
着
任
、採
用
の

　
２
名
か
ら
ご
あ
い
さ
つ

ス
ポ
ー
ツ
・
武
道
実
践
科
学
系

助
教
　
笹
子
　
悠
歩

ス
ポ
ー
ツ
・
武
道
実
践
科
学
系

　
助
教
　
前
村
　
か
お
り

で
も
情
報
収
集
が
で
き
る
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
自
分
で
調
べ

て
知
識
を
深
め
る
習
慣
を
身

に
付
け
て
ほ
し
い
で
す
。
僕

は
親
父
に
「
も
っ
と
世
界
を

知
れ
」
と
言
わ
れ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
就
職
に
際
し
て

は
と
に
か
く
た
く
さ
ん
の
Ｏ

Ｂ
に
会
っ
て
、
い
ろ
ん
な
話

を
聞
き
ま
し
た
。
学
生
は
と

も
す
れ
ば
指
示
待
ち
人
間

に
な
り
が
ち
で
す
。
視
野
を

広
げ
る
こ
と
を
常
に
意
識
し

て
、
自
分
の
力
で
道
を
切
り

拓
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

―
最
後
に
斉
野
さ
ん
の
夢
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

斉
野　
僕
は
今
の
経
営
者
は

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
同
じ

だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
い

か
に
早
く
結
果
を
だ
せ
る
か

が
勝
負
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
自
分
が
か
か
わ
っ
た
商

品
が
、
世
界
規
模
で
認
知
さ

れ
る
よ
う
な
力
を
発
揮
で
き

る
存
在
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
生
ま
れ
故
郷
の

鹿
児
島
を
拠
点
に
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
も
強
い
で
す

が
、
2
年
後
に
は
自
分
の

キ
ャ
リ
ア
を
海
外
で
も
生
か

せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
い

で
す
ね
。

（
取
材
・
文
/
西　

み
や
び
）
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国
際
大
会
及
び
全
国
大
会

等
で
顕
著
な
成
績
を
収
め
、

鹿
児
島
県
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
貢
献
し
た
選
手
を
毎
年
知

事
が
表
彰
す
る
令
和
3
年

度
知
事
表
彰
「
ス
ポ
ー
ツ
部

門
」の
表
彰
式
が
、2
月
17
日

に
鹿
児
島
県
庁
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
個
人
表
彰
に
は
10
競

技
15
人
が
選
ば
れ
、
本
学
か

ら
剣
道
部
の
妹
尾
舞
香
さ
ん

（
武
道
課
程
４
年
、中
村
学
園

女
子
高
等
学
校
・
福
岡
）と
、

自
転
車
競
技
部
の
石
上
夢
乃

さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程

４
年
、
横
浜
創
学
館
高
等
学

校
・
神
奈
川
）の
2
名
が
受
賞

し
ま
し
た（
受
賞
時
は
い
ず
れ

も
３
年
）。

　

第
69
回
全
日
本
女
子
剣
道

選
手
権
大
会
で
優
勝
し
た
功

績
を
認
め
ら
れ
た
妹
尾
さ
ん

は
「
こ
の
た
び
は
県
知
事
表

彰
と
い
う
素
晴
ら
し
い
賞
を

い
た
だ
き
、と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
賞

を
い
た
だ
け
ま
し
た
の
も
、指

導
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方
を

は
じ
め
、先
輩
、同
級
生
、後

妹尾さん（左）と石上さん妹尾さん（左）と石上さん

令
和
令
和
33
年
度
知
事
表
彰
「
ス
ポ
ー
ツ
部
門
」

年
度
知
事
表
彰
「
ス
ポ
ー
ツ
部
門
」

本
学
か
ら
妹
尾
舞
香
さ
ん
と
石
上
夢
乃
さ
ん
が
受
賞

本
学
か
ら
妹
尾
舞
香
さ
ん
と
石
上
夢
乃
さ
ん
が
受
賞

教
壇
に
立
た
れ
ま
し
た
。

金
久　
立
命
館
に
行
っ
た
段

階
で
、
よ
も
や
自
分
が
再
び

鹿
屋
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
に

な
ろ
う
と
は
思
っ
て
も
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
は
も
う

巡
り
合
わ
せ
と
し
か
言
い
よ

う
が
な
い
で
す
ね
。

―
学
長
就
任
式
で
は
任
期
中

の
教
育
・
研
究
に
対
す
る
基

本
的
な
姿
勢
と
し
て
、
学
校

教
育
法
第
83
条
第
1
項
「
大

学
は
、
学
術
の
中
心
と
し

て
、
広
く
知
識
を
授
け
る
と

と
も
に
、
深
く
専
門
の
学
芸

を
教
授
研
究
し
、
知
的
、
道

徳
的
及
び
応
用
的
能
力
を
展

開
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
」
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

金
久　
学
校
教
育
法
第
83
条

第
1
項
に
は
、
大
学
教
員
の

本
来
あ
る
べ
き
姿
が
凝
縮
さ

れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

大
学
の
教
員
は
文
科
省
の
指

【プロフィール】
かねひさ・ひろあき。1953（昭和28）年8月27
日、京都府生まれ。東京大学教育学部大学院教育
学研究科博士課程単位取得満期退学。東京大学教
養学部助手、国際武道大学体育学部助教授、富山
大学教育学部助教授、東京大学大学院総合文化
研究科教授を経て、2010年4月に鹿屋体育大学
体育学部教授として着任。2014年8月副学長、
2016年8月理事・副学長、2019年3月定年退
職。2019年4月から立命館大学スポーツ健康科
学部教授。2022年4月、鹿屋体育大学第8代学長
に就任。任期は2028年3月まで6年間。

鹿
屋
体
育
大
学

鹿
屋
体
育
大
学
にに
新
風
新
風

金
久
博
昭
学
長

金
久
博
昭
学
長
の
も
と

の
も
と
新
体
制

新
体
制
がが
ス
タ
ー
ト
！

ス
タ
ー
ト
！

導
要
領
に
類
す
る
も
の
を

持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

こ
そ
、
学
生
に
と
っ
て
魅
力

的
な
授
業
に
な
っ
て
い
る

か
、
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
を
高

め
る
上
で
有
効
か
、
と
い
っ

た
こ
と
を
常
に
自
問
自
答
し

な
が
ら
教
育
・
研
究
に
関
す

る
自
身
の
ス
キ
ル
や
知
識
に

磨
き
を
か
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

学
会
発
表
を
し
ま
し
ょ
う
、

論
文
を
書
き
ま
し
ょ
う
、
と

言
っ
て
い
る
の
は
、
自
己
研

鑽
し
た
結
果
を
授
業
や
教
育

に
反
映
す
る
た
め
の
大
学
教

員
と
し
て
の
務
め
で
あ
り
、

同
時
に
自
分
の
独
自
性
を
出

し
て
時
代
と
と
も
に
進
化

し
、
マ
ン
ネ
リ
化
さ
せ
な
い

と
こ
ろ
が
大
学
教
員
の
醍
醐

味
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

―
日
本
で
唯
一
の
国
立
の
体

育
大
学
、
と
い
う
の
が
本
学

の
特
徴
に
な
っ
て
い
ま
す
。

金
久　
日
本
で
唯
一
、
と
い

う
こ
と
は
ひ
と
つ
の
十
字
架

と
し
て
背
負
っ
て
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け

の
使
命
と
責
任
を
果
た
さ
な

い
と
い
け
な
い
と
い
う
自
覚

を
教
職
員
全
員
に
持
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
し
、

何
が
強
み
で
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
ー
は
何
か
、
と
い
う
こ

と
を
常
に
意
識
し
、
ア
ン
テ

ナ
を
張
り
巡
ら
せ
、
時
代
の

潮
流
に
乗
る
た
め
の
戦
略
を

立
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
今
は
体
育
大
を

出
な
く
て
も
ス
ポ
ー
ツ
を
職

業
に
で
き
る
時
代
。
国
立
の

体
育
大
学
と
し
て
ど
う
あ
る

べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
を
真

剣
に
考
え
な
い
と
、
こ
の
先

受
験
生
が
本
学
を
選
ん
で
く

れ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
。
生
き
残
る
た
め
に
は

変
革
し
つ
つ
も
守
る
べ
き
も

の
は
守
り
、
危
機
感
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。

―
高
校
生
ま
で
は
陸
上
競

技
、
大
学
で
は
空
手
部
だ
っ

た
そ
う
で
す
ね
。

金
久　
武
道
特
有
の
礼
節
を

重
ん
じ
る
毅
然
と
し
た
世
界

に
対
す
る
憧
れ
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
陸
上
競
技
を
続

け
て
い
く
う
え
で
、
毎
回
試

合
に
向
け
て
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
ベ
ス
ト
な
状
態
に
作
り

上
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と

に
、
自
分
自
身
、
限
界
を
感

じ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で

す
。
し
か
し
、
結
局
の
と
こ

ろ
空
手
の
世
界
に
入
っ
て

も
、
自
己
管
理
の
大
切
さ
と

い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
り
、

競
技
に
対
し
自
分
自
身
が
ど

の
よ
う
に
向
き
合
う
か
、
と

い
う
こ
と
に
尽
き
る
と
い
う

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
4

年
間
大
学
に
通
っ
て
空
手
を

し
た
、
と
い
う
感
じ
で
す

（
笑
）
。

―
本
学
は
昨
年
開
学
40
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
今
後
は
同

窓
会
の
役
割
も
期
待
さ
れ
ま

す
。

金
久　
本
学
の
教
員
構
成
か

ら
見
て
、
1
期
生
が
中
核
的

な
役
割
を
担
う
存
在
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
同
窓
生
の

方
々
の
力
を
ど
う
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
く
か
、
ま
ず
は
戦

略
的
な
も
の
を
打
ち
出
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。

―
最
後
に
抱
負
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

金
久　
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
を
始

め
と
す
る
本
学
の
施
設
は
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
く
、
そ
の

よ
う
な
環
境
の
中
で
学
長
を

や
ら
せ
て
い
た
だ
け
る
の
は

と
て
も
光
栄
で
す
。
本
学
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
を
さ
ら
に
良
い

形
で
高
め
て
い
く
努
力
を
、

そ
れ
こ
そ
今
日
は
昨
日
よ
り

も
で
き
た
か
、
と
い
う
気
持

ち
で
任
期
を
務
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
取
材
・
文
/
西　

み
や
び
）

―
２
０
１
０
年
に
東
京
大
学

教
授
の
肩
書
を
捨
て
て
、
鹿

屋
体
育
大
学
に
着
任
し
た
の

は
？

金
久　
子
ど
も
の
頃
か
ら
身

体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き

で
、
保
健
体
育
の
教
員
に
な

り
た
く
て
日
本
体
育
大
学
に

進
学
し
ま
し
た
。
両
親
と
も

小
学
校
の
教
員
で
し
た
か

ら
、
親
は
卒
業
後
は
京
都
に

戻
り
、
地
元
で
教
員
に
な
っ

て
く
れ
る
も
の
だ
と
信
じ
て

い
た
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が

大
学
3
年
生
に
な
っ
て
ゼ
ミ

を
選
択
し
た
時
に
石
井
喜
八

先
生
と
い
う
研
究
者
に
出
会

い
、
大
き
な
人
生
の
転
機
と

な
り
ま
し
た
。
大
学
を
卒
業

し
た
先
に
大
学
院
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
初
め
て
意
識

し
、
人
生
で
初
め
て
親
の
意

向
に
異
を
唱
え
、
卒
業
後
は

石
井
先
生
の
母
校
で
あ
る
東

京
大
学
の
大
学
院
に
進
学
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
学
教

員
と
し
て
東
大
や
国
際
武
道

大
学
な
ど
い
く
つ
か
の
大
学

を
渡
り
歩
い
て
再
び
東
大
に

戻
っ
た
の
で
す
が
、
根
っ
こ

が
“
体
育
”
な
の
で
、
大
学

教
員
と
し
て
の
最
後
は
体
育

大
で
終
わ
り
た
い
と
ず
っ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
実
は
国

際
武
道
大
学
と
鹿
屋
体
育
大

学
は
開
学
の
年
が
一
緒
で
、

鹿
屋
体
育
大
学
に
対
し
て
憧

れ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
た

ま
た
ま
東
大
で
一
緒
に
研
究

を
し
て
い
た
福
永
哲
夫
先
生

が
鹿
屋
体
育
大
学
の
学
長
に

就
任
し
た
際
に
声
を
か
け
て

も
ら
っ
た
の
で
、
二
つ
返
事

で
東
大
か
ら
鹿
屋
体
育
大
学

へ
の
移
籍
を
決
め
ま
し
た
。

―
本
学
を
２
０
１
９
年
に
定

年
退
職
さ
れ
た
あ
と
、
故

郷
・
京
都
の
立
命
館
大
学
で

２
０
２
２
年
4
月
に
金
久
博
昭
学
長
が
鹿
屋
体
育
大
学
第
8
代
学
長
に
就
任

し
、
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
金
久
学
長
は
「
原
点
は
体
育
大
学
」

と
、
東
京
大
学
大
学
院
教
授
を
辞
め
て
２
０
１
０
年
4
月
に
本
学
に
着
任
、

２
０
１
９
年
3
月
の
定
年
退
職
ま
で
9
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。
昨
日
の
自
分
に

負
け
た
く
な
い
、
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
毎
日
欠
か
さ
ず
、
研
究
者
と
し
て
も
厳

し
い
一
方
で
、
気
さ
く
で
明
る
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
る
人
柄
は
人
望
が
あ

り
、
多
く
の
学
生
や
教
職
員
に
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
学
を
取
り
巻
く
社
会
や

経
済
の
状
況
が
大
き
く
変
化
す
る
時
代
の
学
長
就
任
に
「
本
学
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

を
高
め
て
い
く
努
力
を
惜
し
ま
な
い
」
と
、
さ
ら
り
と
話
す
言
葉
の
中
に
強
い

覚
悟
を
感
じ
ま
し
た
。

輩
、支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

の
お
陰
だ
と
思
い
ま
す
。本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
結
果
に
満
足
す
る
こ
と

な
く
、こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て

参
り
ま
す
の
で
、ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」、同
じ
く
第
24
回
全
日

本
選
手
権
個
人
タ
イ
ム
ト
ラ

イ
ア
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
女

子
Ｕ
23
優
勝
の
功
績
を
認
め

ら
れ
た
石
上
さ
ん
は「
こ
の
た

び
県
知
事
表
彰
を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
、
と
て
も

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

1
年
間
、苦
し
い
時
期

を
経
験
し
挫
折
し
そ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
方
の
応
援

や
支
え
が
あ
り
、乗
り

越
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

時
期
を
乗
り
越
え
て
の

優
勝
は
、
私
に
と
っ
て

こ
れ
か
ら
の
大
き
な
財

産
と
な
り
ま
し
た
。学

生
競
技
生
活
も
残
す

と
こ
ろ
1
年
と
な
り
ま

し
た
が
、優
勝
を
目
指

す
と
と
も
に
、
自
転
車
競
技

の
メ
ジ
ャ
ー
化
に
貢
献
で
き

る
よ
う
活
動
を
し
て
い
き
ま

す
の
で
、引
き
続
き
応
援
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
、そ
れ
ぞ
れ
に
受
賞
の
喜
び

の
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

受
賞
し
た
２
人
は
、
次
世

代
を
担
う
ア
ス
リ
ー
ト
と
し

て
Ｍ
Ｂ
Ｃ
南
日
本
放
送
の
４

月
の
県
政
番
組
で
も
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

《
冠
ス
ポ
ー
ツ
奨
学
金
》

医
療
法
人　

秋
津
会

お
お
う
ら
皮
ふ
科

カ
イ
コ
ー
（
株
）

（
株
）
か
の
や
寿
自
動
車
学
校

（
株
）
き
た
や
ま

小
鹿
酒
造
（
株
）

（
有
）
寿
ス
ポ
ー
ツ

サ
ツ
マ
ガ
ス
工
業
（
株
）

（
株
）
新
生
社
印
刷

医
療
法
人
青
仁
会
池
田
病
院

大
海
酒
造
（
株
）

税
理
士
法
人
風
呂
井
会
計

株
式
会
社
丸
屋

公
益
財
団
法
人

ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

（
株
）
ミ
ズ
ホ
商
会

《
一
般
》

松
下　

雅
雄

宮
下　

秀
樹

様様様様様様様様様様様様様様様様様
（
三
十
六
万
円
）

（
三
十
六
万
円
）

（
三
十
六
万
円
）

（
六
十
万
円
）

（
三
十
六
万
円
）

（
三
十
六
万
円
）

（
三
十
六
万
円
）

（
三
十
六
万
円
）

（
三
十
六
万
円
）

（
百
万
円
）

（
三
十
六
万
円
）

（
三
十
六
万
円
）

（
三
十
六
万
円
）

（
百
万
円
）

（
三
十
六
万
円
）

（
六
万
円
）

（
十
五
万
円
）

授業料の納付について
　令和４年度前期分授業料は、下記　令和４年度前期分授業料は、下記
のとおり銀行口座引落を行いますののとおり銀行口座引落を行いますの
で、よろしくお願いいたします。で、よろしくお願いいたします。
１．銀行口座引落日１．銀行口座引落日
　　　５月27日（金）　　　５月27日（金）
　　※�新入生も同日となります。　　※�新入生も同日となります。
　　※�前日までに引落口座へ預金し　　※�前日までに引落口座へ預金し

てください。てください。
２．授業料（半期分）：267,900円２．授業料（半期分）：267,900円
３．問い合わせ先３．問い合わせ先
　　鹿屋体育大学�　　鹿屋体育大学�
　　経営戦略課会計室出納係　　経営戦略課会計室出納係
　　�TEL�0994　　�TEL�0994－－4646－－48414841

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

賛
助
会
費
は
、奨
学
金
、国
際
交
流
、

学
内
研
修
等
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【テニス】
■令和3年度九州学生室内テニス選手権大会
（男子　第49回　女子　第41回）
（�3/10～17　福岡/博多の森テニス競技場室内コート他）
▽男子�シングルス� 1位� 狩行　紀希
▽女子�シングルス� 1位� 山本　未来
� ダブルス� 1位� 富濵、山本
【水泳】
■国際大会日本代表選手選考会
（3/2～5　東京/東京辰巳国際水泳場）
▽男子�200m平泳ぎ� 6位� 榎田　大己
【柔道】
■�全日本学生柔道Winter�Challenge�Tournament�2022
（�3/23～24　奈良/天理大学体育学部キャンパス武道館柔道場）
▽男子�60kg級� ベスト8� 吉本　聖那
� 100kg超級� ベスト8� 野田　隆世
【自転車競技】
■第16回明治神宮外苑大学クリテリウム
（2/27　東京/明治神宮外苑外周コース）
▽男子�大学生グループ2A� 2位� 新垣　慶晃
� 大学生グループ2B� 5位� 馬場　慎也
▽女子�� 7位� 成海　綾香
� � 8位� 石上　夢乃
■�第26回西日本チャレンジサイクルロードレース大会
（�3/13　広島/広島県立中央森林公園サイクリングロード）
▽男子�U23� 3位� 津留　崚
■九州チャレンジサイクルロードレース2022
（�4/2　大分/オートポリス国際レーシングコース）
▽女子�U23� 1位� 成海　綾香
【カヌー】
■2022カヌースプリント海外派遣選手選考会
（3/23～27　香川/府中湖カヌー競技場）
▽男子�C-1�200m� 7位� 池口　黎於
� C-1�500m� 6位� 𠮷田　俊吾
� C-1�1000m� 7位� 池口　黎於
� � 8位� 田中　智貴
� C-2�500m� 1位� 原田、池口
� � 2位� 田中、岩永

２月～４月２月～４月


